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ズ」

の
二
課
程
を
置
く。

キ
一
寺
田
知
事
は
「
知
事
に
な
っ

ヤ
ン
パ
ス
は
旧
ミ
ネ
ソ
タ
州一
て
六
年
。

う
ち
五
年
は
こ
の

立
大
牧
田
校
（
雄
和
町）

の一
大
学
の
こ
と
を
考
え
て
き

一

校
舎
を
使
用。

学
長
に
は
前一

た。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

一

東
京
外
語
大
学
長
の
中
嶋
嶺一
え
ら
れ
る
よ
う
な
大
学
を
つ

一
雄
氏
が
内
定
し、

専

任
教
員
一
く
り
た
い
」

と
語
っ
た。

現

一
も
四
十
二
人
の
探
用
が
ほ
ぼ一
在
の
心
境
を
マ
ラ
ソ
ン
に
例

一

決
ま
っ
て
い
る。

入

試
形
態一
え、

「
ま
だ
選
手
登
録
を
し

替
を
受
理
し
た。

一
は
国
際
系
大
学
創
設
準
備
委一
た
だ
け
で、

走
っ
て
も
い
な

替
鎖
提
出
後、

川
勝
部
長一
員
会
が
検

討
中
で、

六
月
ご一
い
。

こ
れ
か
ら
高
地
練
習
に

は
「
関
学
ま
で
一

年
を
切
っ
一

ろ
ま
で
に
概
要
を
ま
と
め
一
励
み、

い
い
姿
で
ス
タ
ー
ト

て
お
り、

限
ら
れ
た
時
間
で一

る。

一

ラ
イ
ン
に
立
ち
た
い」

と
し

万
全
を
尽
く
す。

大
学
の
ユ

設
置
総
可
申
舗
に
つ
い
て一
た。

ニ
l
ク
な
内
符
を
学
生
に
ア

ビ
ー
ル
す
る」

と
話
し
た。

県
は
今
後、

教
員
調
替
や

学
則
に
関
す
る
轡
知
を
七
月

に
追
加
提
出
す
る。

ま
た
同

大
は
独
立
行
政
法
人
で
の
関

学
を
目
指
し
て
お
り、

地
方

独
立
行
政
法
人
制
度
が
発
足

次
第、

国
に
法
人
認
可
申
請

を
行
う。

地
方
独
立
行
政
法

人
法
案
は
二
十
五
日、

衆
院

に
提
出
さ
れ
た。

国
際
教
護
大
は
国
際
救
礎

学
部
（
定
員．
白
人）

に
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
」

と

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ

;:{q 

射

県
は
二
十
八
日、

来
年
四

月
開
学
を
目
指
す
国
際
教
護

大
学
の
設
置
認
可
申
請
替
を

文
部
糾
学
省
に
提
出
し
た。

聞
大
設
立
ヘ
向
け
た
国
へ
の

初
の
正
式
手
続
き
。

国
の
大 国

際
教養大
日
月
下
旬
に
も
認
可
ヘ

学
設
置
審
議
会
の
審
査
を
経

て
十
一

月
下
旬
ご
ろ
に
総
可

さ
れ
る
見
通
し。

川
勝
敏
弘
・

県
企
凶
振
興

部
長
ら
が
同
省
高
等
教
育
局

の
大
学
設
置
事
務
室
を
訪

品

れ、

富
田
裕
州
・

大
学
設
置

専
門
官
に
申
請
替
を
手
渡
し

た。

申
請
曹
に
は
火
学
設
置

の
趣
旨
や
学
部
の
概
襲、

教

員
数、

学
長
予
定
者
名
な
ど

を
記
載。

同
事
務
室
は
申
精

ー
＼＼、、、

宮田専門官に国際教養大の設置
籾可申情書を手渡す県企画振興

部の川勝部長（右）＝文科省


